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　オオハナノミ科 Rhipiphoridae は，幼虫が他の昆虫

に寄生するとともに過変態を行うといった特異な生

態が知られるグループである ( 河野 , 1936; 中根 , 
1963)。本科は日本から 15 種が記録されているが，

神奈川県内ではこれまでに 3 種が記録されているに

すぎない ( 平野ほか , 2018)。
　筆者らは横須賀市自然・人文博物館所蔵の未同定

標本より，神奈川県内から未記録であった以下の三

浦半島産オオハナノミ科 2 種を同定したので報告す

る。いずれも同定には河野 (1936) および中根 (1963) 
を参照した。

ムモンオオハナノミ Macrosiagon nasutum (Thunberg, 
1784)
1ex., 逗 子 市 新 宿 , 18.VII.1953, 森 下 和 彦 採 集 , 

YCM-I 5944 ( 第 1, 2 図 ), 齋藤 理同定 .

　上記の標本は，体長 6.8 mm，頭頂は突出し，後方

は絶壁状で中央に縦稜はなく，全身黒色で背面の点

刻は密であった ( 第 1, 2 図 )。河野 (1936) および中

根 (1963) を参照し，前述の特徴によってムモンオオ

ハナノミと同定した。本種は幼虫がハチ目スズメバ

チ科ドロバチ亜科の数種に寄生することが知られて

いる ( 河野 , 1936; 中根 , 1963)。北野 (1951) は，本

種の観察記録の中で神奈川県白山における確認例に

言及しているものの，神奈川県内で標本を伴った記

録としては，本報が初めてのものになると考えられ

る。なお，採集時期は逗子市制施行前年であり採集

ラベルでの地名は「逗子町新宿」とある。

クロオオハナノミ Metoecus satanas Schilder, 1924
1♀，逗子市，26.IV.1960，大場信義採集，YCM-I 

32778 ( 第 3, 4 図 ), 齋藤 理同定 .

　上記の標本は，体長 14.1 mm，頭頂は突出せず，

前胸背板の縦溝は中央の 1 本のみで，縦溝内にも点

刻が認められ，縦溝の後端は前胸背板の後端に達し

ない。体は黒色で腹部のみ黄褐色であった ( 第 3, 4 
図 )。河野 (1936) および中根 (1963) を参照し，前述

の特徴によってクロオオハナノミの ♀ と同定した。

本種はハチ目スズメバチ科クロスズメバチ Vespula 
flaviceps lewisii Cameron, 1903 に寄生することが知ら

れる ( 河野 , 1936; 中根 , 1963)。日本産の同属種は，

いずれもクロスズメバチ類に寄生することが知られ

ているものの記録が少なく，本種を含め神奈川県内

からは未記録であった。

　報告にあたり，資料の調査にご協力いただいた三

浦半島昆虫研究会の中村進一，露木繁雄，小畑 裕

の各氏に感謝申し上げる。
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第 1 図　ムモンオオハナノミ Macrosiagon nasutum 
　　　　(Thunberg, 1784) の背面 ( 上 ) および左側面

　　　　 ( 下 ) ．横須賀市自然・人文博物館所蔵昆虫

　　　　登録標本 (YCM-I 5944). スケールは 5 mm．

第 2 図　第 1 図と同標本の頭部および前胸背板の拡大．

　　　　矢じりは頭部後方の正中付近を示す．スケー

　　　　ルは 1 mm．
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第 3 図　クロオオハナノミ Metoecus satanas Schilder, 
　　　　1924 の背面 ( 上 ) および右側面 ( 下 )．
　　　　横須賀市自然・人文博物館所蔵昆虫登録標本

　　　　(YCM-I 32778). スケールは 5 mm.

第 4 図　第 3 図と同標本の頭部および前胸背板の拡大．

　　　　矢じりは前胸背板中央の縦溝を示す.スケー

　　　　ルは 1 mm．
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